
FCoE の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• FCoEのライセンス要件, 1 ページ

• FCoEのトポロジ, 2 ページ

• FCoEのベストプラクティス, 4 ページ

• 注意事項および制約事項, 7 ページ

• FCoEの設定, 8 ページ

• FCoE設定の確認, 13 ページ

FCoE のライセンス要件
Cisco Nexus 5000シリーズスイッチでは、FCoE機能は Storage Protocol Servicesライセンスに含ま
れます。

FCoE機能を使用する前に、次の事柄を確認してください。

•正しいライセンス（N5010SSまたは N5020SS）がインストールされていること。

•設定モードで feature fcoeコマンドを入力することにより、スイッチ上で FCoEがアクティブ
になっていること。
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FCoE のトポロジ

直接接続された CNA のトポロジ
Cisco Nexus 5000シリーズスイッチは、次の図のように Fibre Channel Forwarder（FCF;ファイバ
チャネルフォワーダ）として配置できます。

図 1：直接接続された FCF

FCFが FCoEノード（ENode）と他の FCFとの間の中継に使用されないようにするため、FIPフ
レームは次のルールに従って処理されます。この処理により、異なるファブリック内のENodeと
FCFとの間のログインセッションも回避されます。

• CNAから受信された FIPの送信要求フレームおよびログインフレームは FCFにより処理さ
れ、転送されません。

• FCFが他のFCFからインターフェイスを介して送信要求およびアドバタイズメントを受信す
ると、次のような処理が実行されます。

◦フレーム内の FC-MAP値が FCFの FC-MAP値と一致する（FCFが同一のファブリック
内にある）場合、これらのフレームは無視され、廃棄されます。

◦ FIPフレーム内の FC-MAP値が FCFの FC-MAP値と一致しない（FCFが異なるファブ
リック内にある）場合、インターフェイスが「FCoE孤立」状態になります。
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中継用の Cisco Nexus 5000シリーズ FCFを経由した場合に限って到達可能な FCFについては、
CNAから検出することもログインすることもできません。ハードウェアの制約上、Cisco Nexus
5000シリーズスイッチでは、CNAと他の FCFとの間の FCoE中継機能は実行できません。

Cisco Nexus 5000シリーズ FCFでは FCoE中継機能が実行できないため、FCoE VLANのアクティ
ブな STPパスが必ず CNAと FCFの間の直接接続されたリンクを経由するようにネットワークト
ポロジを設計する必要があります。 FCoE VLANは、直接接続されたリンクに対してだけ設定す
るようにしてください。

リモート接続された CNA のトポロジ
Cisco Nexus 5000シリーズスイッチは、次の図のようにリモート接続された CNAに対する FCF
としては配置できますが、FIPスヌーピングブリッジとしては配置できません。

図 2：リモート接続された FCF

FCFが ENodeと他の FCFとの間の中継に使用されないようにするため、FIPフレームは次のルー
ルに従って処理されます。この処理により、異なるファブリック内の ENodeと FCFとの間のロ
グインセッションも回避されます。

• CNAから受信された FIPの送信要求フレームおよびログインフレームは FCFにより処理さ
れ、転送されません。

• FCFが他のFCFからインターフェイスを介して送信要求およびアドバタイズメントを受信す
ると、次のような処理が実行されます。
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◦フレーム内の FC-MAP値が FCFの FC-MAP値と一致する（FCFが同一のファブリック
内にある）場合、これらのフレームは無視され、廃棄されます。

◦ FIPフレーム内の FC-MAP値が FCFの FC-MAP値と一致しない（FCFが異なるファブ
リック内にある）場合、インターフェイスが「FCoE孤立」状態になります。

Cisco Nexus 5000シリーズ FCFでは FCoE中継機能が実行できないため、FCoE VLANのアクティ
ブな STPパスが必ず CNAと FCFの間の直接接続されたリンクを経由するようにネットワークト
ポロジを設計する必要があります。 FCoE VLANは、直接接続されたリンクに対してだけ設定す
るようにしてください。

FCoE のベストプラクティス

直接接続された CNA のベストプラクティス
次の図は、直接接続された CNAと Cisco Nexus 5000シリーズスイッチを使用したアクセスネッ
トワークのベストプラクティストポロジを示したものです。

図 3：直接接続された CNA

上図の配置トポロジに対する設定のベストプラクティスは次のとおりです。
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1 SAN内の仮想ファブリック（VSAN）ごとにトラフィックを伝送できるよう、それぞれの統合
アクセススイッチに一意の専用VLANを設定する必要があります（VSAN1用にVLAN1002、
VSAN 2用に VLAN 1003など）。Multiple Spanning Tree（MST;多重スパニングツリー）を有
効にした場合は、FCoEVLANに対して別個のMSTインスタンスを使用する必要があります。

2 Unified Fabric（UF;ユニファイドファブリック）リンクをトランクポートとして設定する必要
があります。ネイティブ VLANとして FCoE VLANを設定しないでください。仮想ファイバ
チャネルインターフェイスの VF_Portトランキングおよび VSAN管理を拡張できるよう、す
べての FCoE VLANを UFリンクのメンバとして設定する必要があります。

イーサネットトラフィックおよびFCoEトラフィックはどちらも、統合ワイヤにより伝送され
ます。

（注）

3 UFリンクをスパニングツリーエッジポートとして設定する必要があります。

4 FCoEトラフィックの伝送用として指定されていないイーサネットリンクのメンバとしてFCoE
VLANを設定しないでください。これは、FCoE VLANに使用する STPのスコープを UFリン
クに限定する必要があるためです。

5 LANの代替パス用に（同一または別の SANファブリックにある）統合アクセススイッチを
イーサネットリンク経由で相互に接続する必要がある場合は、すべての FCoE VLANをメン
バーシップから除外することを、これらのリンクに対して明示的に設定する必要があります。

この設定により、FCoE VLANに使用する STPのスコープが UFリンクに限定されます。

6 SAN-Aおよび SAN-Bの FCoEに対してはそれぞれ別々の FCoE VLANを使用する必要があり
ます。

直接接続されたトポロジでは、すべての Gen-1（pre-FIP）CNAおよび Gen-2（FIP）CNAがサ
ポートされています。

（注）
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リモート接続された CNA のベストプラクティス
次の図は、リモート接続された CNAと Cisco Nexus 5000シリーズスイッチを使用したアクセス
ネットワークのベストプラクティストポロジを示したものです。

図 4：リモート接続された CNA

上図の配置トポロジに対する設定のベストプラクティスは次のとおりです。

1 SAN内の仮想ファブリック（VSAN）ごとにトラフィックを伝送できるよう、それぞれの統合
アクセススイッチに一意の専用VLANを設定する必要があります（VSAN1用にVLAN1002、
VSAN2用にVLAN1003など）。MSTを有効にした場合は、FCoEVLANに対して別個のMST
インスタンスを使用する必要があります。

2 Unified Fabric（UF;ユニファイドファブリック）リンクをトランクポートとして設定する必要
があります。ネイティブ VLANとして FCoE VLANを設定しないでください。仮想ファイバ
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チャネルインターフェイスの VF_Portトランキングおよび VSAN管理を拡張できるよう、す
べての FCoE VLANを UFリンクのメンバとして設定する必要があります。

イーサネットトラフィックおよび FCoEトラフィックはどちらも、ユニファイドファブリッ
クリンクにより伝送されます。

（注）

3 CNAおよびブレードスイッチを、スパニングツリーエッジポートとして設定する必要があり
ます。

4 新しいリンクやブレードスイッチのプロビジョニングなど、さまざまなイベントに伴って実行

されるSTPの再コンバージェンスの際に障害が発生しないよう、各ブレードスイッチは、（で
きれば EtherChannelを介して）ただ 1つのCisco Nexus 5000シリーズ統合アクセススイッチに
接続される必要があります。

5 Cisco Nexus 5000シリーズ統合アクセススイッチには、それに接続されているブレードスイッ
チよりも高い STPプライオリティを設定する必要があります。そうすることで、統合アクセ
ススイッチがスパニングツリーのルートであり、かつそれに接続されているすべてのブレード

スイッチがダウンストリームノードとなるような FCoEVLANのアイランドを作成できます。

6 FCoEトラフィックの伝送用として指定されていないイーサネットリンクのメンバとしてFCoE
VLANを設定しないでください。これは、FCoE VLANに使用する STPのスコープを UFリン
クに限定する必要があるためです。

7 LANの代替パス用に、統合アクセススイッチやブレードスイッチをイーサネットリンク経由
で相互に接続する必要がある場合は、すべての FCoE VLANをメンバーシップから除外するこ
とを、これらのリンクに対して明示的に設定する必要があります。これにより、FCoE VLAN
に使用する STPのスコープが UFリンクに限定されます。

8 SAN-Aおよび SAN-Bの FCoEに対してはそれぞれ別々の FCoE VLANを使用する必要があり
ます。

リモート接続されたトポロジは、Gen-2（FIP）CNAに限ってサポートされます。（注）

注意事項および制約事項
FCoEには、次の注意事項と制限事項があります。

• Nexus 5000シリーズの FCoEでは、Gen-1（pre-FIP）CNAおよびGen-2（FIP）CNAがサポー
トされています。 Nexus 2232PPファブリックエクステンダの FCoEでは、Gen-2 CNAに限
りサポートされています。

• VLAN 1では FCoEをイネーブルにできません。
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•ファブリックエクステンダのアクティブ-アクティブトポロジに属する 2つのスイッチに接
続されたファブリックエクステンダのインターフェイスおよびポートチャネル上では、FCoE
はサポートされていません。

•同一のファブリックエクステンダに対して、ストレート型とアクティブ-アクティブを組み
合わせたトポロジはサポートされていません。

• Nexus 5000シリーズのポートチャネルおよび、複数のインターフェイスが設定されたファ
ブリックエクステンダのインターフェイス上では、直接接続 FCoE（つまりバインドイン
ターフェイスを介してCNAに直接接続されたFCoE）はサポートされていません。単一リン
クを持つポートチャネル上では、直接接続 FCoEがサポートされています。これにより、1
つの 10GBリンクを持つ Virtual Port Channel（vPC;仮想ポートチャネル）を介して各アップ
ストリームスイッチ/ファブリックエクステンダに接続された CNAからの FCoEを実現でき
ます。

FCoEの Quality of Serviceポリシーの説明については、『Cisco Nexus 5000 Series NX-OS Quality
of Service Configuration Guide』（使用しているNexusソフトウェアリリース版）を参照してく
ださい。このマニュアルの入手可能なバージョンは、次の URLからダウンロードできます。
http://www.cisco.com/en/US/products/ps9670/products_installation_and_configuration_guides_list.html

（注）

FCoE の設定

FCoE の有効化
スイッチで FCoEをイネーブルにできますが、VLAN 1で FCoEをイネーブルにすることはできま
せん。
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Cisco Nexus 5000シリーズスイッチのファイバチャネル機能はすべて、FCプラグインにパッ
ケージ化されています。 FCoEを有効にすると、スイッチソフトウェアにより
FC_FEATURES_PKGライセンスのチェックが行われます。ライセンスが検出されると、ソフ
トウェアによりプラグインがロードされます。ライセンスが検出されない場合は、180日の猶
予期間が設定されたプラグインがロードされます。

FCプラグインのロード後は、次の 2つが使用可能となります。

（注）

•ファイバチャネルおよび FCoEに関するすべての CLI。

•インストールされている拡張モジュールのファイバチャネルインターフェイス。

180日が経過すると、有効なライセンスが消失し、FCプラグインは無効となります。スイッ
チの次回リブート時に、すべての FCoEコマンドが CLIから削除され、FCoE設定が消去され
ます。

はじめる前に

FC_FEATURES_PKG（N5010SSまたはN5020SS）ライセンスがインストールされていることが必
要です。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# feature fcoe

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

FCoE機能をイネーブルにします。switch(config)# feature fcoeステップ 2   

次に、スイッチの FCoEをイネーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature fcoe

FCoE の無効化
FCoEを無効にすると、すべてのFCoEコマンドがCLIから削除され、FCoE設定が消去されます。
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手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# no feature fcoe

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

FCoE機能を無効にします。switch(config)# no feature fcoeステップ 2   

次の例は、スイッチの FCoEを無効にする方法を示したものです。
switch# configure terminal
switch(config)# no feature fcoe

FCoE リンクの LAN トラフィックの無効化
FCoEリンクの LANトラフィックを無効にできます。

DCBXを使用すると、スイッチから、直接接続された CNAへ LAN Logical Link Status（LLS;論理
リンクステータス）メッセージを送信できます。 CNAへ LLSダウンメッセージを送信する場合
は、shutdown lanコマンドを入力します。このコマンドにより、インターフェイスのVLANのう
ち、FCoEに対応していないすべての VLANをダウンできます。インターフェイスの VLANのう
ち FCoEに対応しているVLANでは、中断されることなくそのまま SANトラフィックを伝送でき
ます。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# interface ethernet slot/port
3. switch(config-if)# shutdown lan
4. （任意） switch(config-if)# no shutdown lan

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

設定するインターフェイスを指定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface ethernet
slot/port

ステップ 2   

インターフェイス上のイーサネットトラフィックをシャット

ダウンします。インターフェイスが FCoE VLANの一部であ
switch(config-if)# shutdown lanステップ 3   

る場合は、シャットダウンを実行しても、その FCoEトラ
フィックに影響はありません。

（任意）

インターフェイス上のイーサネットトラフィックを再び有効

にします。

switch(config-if)# no shutdown lanステップ 4   

FC-Map の設定
対象となるCisco Nexus 5000シリーズスイッチのファイバチャネルファブリックを識別するため
の FC-Mapを設定することにより、ファブリック間の通信に伴うデータの破損を防ぐことができ
ます。FC-Mapが設定されると、現在のファブリックの一部ではないMACアドレスがスイッチに
よって廃棄されます。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# fcoe fcmap fabric-map
3. （任意） switch(config)# no fcoe fcmap fabric-map

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

グローバル FC-Mapを設定します。デフォルト値は、
0E.FC.00です。有効な範囲は、0E.FC.00～ 0E.FC.FFで
す。

switch(config)# fcoe fcmap fabric-mapステップ 2   

（任意）

グローバルFC-Mapをデフォルト値の0E.FC.00にリセッ
トします。

switch(config)# no fcoe fcmap fabric-mapステップ 3   
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次に示すのは、グローバル FC-Mapの設定例です。
switch# configure terminal
switch(config)# fcoe fcmap 0e.fc.2a

ファブリックプライオリティの設定

CiscoNexus5000シリーズスイッチは、自身のプライオリティをアドバタイズします。ファブリッ
ク内の CNAでは、このプライオリティを基に、接続先として最適なスイッチが決定されます。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# fcoe fcf-priority fabric-priority
3. （任意） switch(config)# no fcoe fcf-priority fabric-priority

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

グローバルファブリックプライオリティを設定します。

デフォルト値は 128です。有効な範囲は、0（高い）～
255（低い）です。

switch(config)# fcoe fcf-priority
fabric-priority

ステップ 2   

（任意）

グローバルファブリックプライオリティをデフォルト値

である 128にリセットします。

switch(config)# no fcoe fcf-priority
fabric-priority

ステップ 3   

次に示すのは、グローバルファブリックプライオリティの設定例です。

switch# configure terminal
switch(config)# fcoe fcf-priority 42

アドバタイズメント間隔の設定

スイッチ上で、ファイバチャネルファブリックのアドバタイズメント間隔を設定できます。

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config)# fcoe fka-adv-period inverval
3. （任意） switch(config)# no fcoe fka-adv-period interval
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステップ 1   

ファブリックのアドバタイズメント間隔を設定します。

デフォルト値は8秒です。有効な範囲は4～60秒です。
switch(config)# fcoe fka-adv-period
inverval

ステップ 2   

（任意）

ファブリックのアドバタイズメント間隔を、デフォルト

値の 8秒にリセットします。

switch(config)# no fcoe fka-adv-period
interval

ステップ 3   

次の例は、ファブリックのアドバタイズメント間隔を設定する方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# fcoe fka-adv-period 42

FCoE 設定の確認
FCoEの設定情報を確認するには、次のうちいずれかの作業を行います。

目的コマンド

FCoEがスイッチでイネーブルになっているか
どうかを表示します。

switch# show fcoe

FCoEデータベースの内容を表示します。switch# show fcoe database

個々のインターフェイスまたはすべてのイン

ターフェイスに関するFCoE設定を表示します。
switch# show interface [interface number] fcoe

次の例は、FCoE機能が有効になっているかどうかを確認する方法を示したものです。
switch# show fcoe
Global FCF details

FCF-MAC is 00:0d:ec:6d:95:00
FC-MAP is 0e:fc:00
FCF Priority is 128
FKA Advertisement period for FCF is 8 seconds

次に、FCoEデータベースを表示する例を示します。
switch# show fcoe database
-------------------------------------------------------------------------------
INTERFACE FCID PORT NAME MAC ADDRESS
-------------------------------------------------------------------------------
vfc3 0x490100 21:00:00:1b:32:0a:e7:b8 00:c0:dd:0e:5f:76

Cisco Nexus 5000 シリーズ NX-OS Fibre Channel over Ethernet コンフィギュレーションガイドリリース
5.1(3)N1(1)    
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次の例は、あるインターフェイスの FCoE設定を表示する方法を示したものです。
switch# show interface ethernet 1/37 fcoe
Ethernet1/37 is FCoE UP

vfc3 is Up
FCID is 0x490100
PWWN is 21:00:00:1b:32:0a:e7:b8
MAC addr is 00:c0:dd:0e:5f:76

   Cisco Nexus 5000 シリーズ NX-OS Fibre Channel over Ethernet コンフィギュレーションガイドリリー
ス 5.1(3)N1(1)
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